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3年ぶりの対面開催

議会報告会
特
集

市民活動センターおおの会場
地域の抱える課題への関心が大きく、過去最高の参加者数
となり、十分な質問時間が確保できませんでした。

中央市民センター会場
土砂災害などを心配する声が多く寄せられました。

３
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
開
催
と
な
っ
た
議
会
報

告
会
に
は
延
べ
136
名
の
参
加
が
あ
り
、「
議
員

定
数
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告
」
と
開
催
会

場
周
辺
の
「
地
域
課
題
や
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
、
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

既
に
、
一
般
質
問
な
ど
で
取
り
上
げ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
振
り
分
け
た
所
管
の
委

員
会
で
対
応
や
活
用
を
協
議
し
、
議
会
Ｈ
Ｐ
や

広
報
さ
く
ら
な
ど
で
報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

会
場
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
う
ち
、

約
７
割
の
方
が
60
歳
代
以
上
で
、
８
割
が
男

性
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
30
歳
代
以
下
の
参
加
者
が
少
な
く
、
若
い

世
代
の
政
治
へ
の
関
心
が
低
い
の
で
は
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
後
は
若
年
世
代
へ
の
取
り
組

み
も
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

報
告
会
開
催
を
知
っ
た
経
緯
で
は
「
議
員
か

ら
」
が
最
も
多
く
、次
い
で
「
広
報
さ
く
ら
」、

「
知
人
か
ら
」
と
続
き
、
参
加
の
声
掛
け
効

果
が
あ
っ
た
こ
と
が
覗
わ
れ
ま
す
。

参
加
回
数
に
つ
い
て
は
、「
初
め
て
」
が
「
参

加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
を
上
回
っ
て
お
り
、

会
場
別
の
地
域
課
題
な
ど
へ
の
興
味
も
大
き

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

報
告
内
容
で
「
良
い
」
と
回
答
さ
れ
た
方
は

６
割
を
超
え
ま
し
た
が
、
満
足
度
を
上
げ
る

た
め
の
改
善
努
力
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
広
報
さ
く
ら
」
に
つ
い
て
は
、「
い
つ
も
読

ん
で
い
る
」
が
半
数
を
超
え
、「
た
ま
に
読

ん
で
い
る
」
を
合
わ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
全
員
に

読
ん
で
い
た
だ
け
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
内

容
の
充
実
な
ど
を
求
め
る
自
由
記
述
も
多
く
、

今
後
も
改
良
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
良

い
活
動
な
の
に
、
周
知
を
も
っ
と
す
べ
き
だ

っ
た
の
で
は
」
と
、
開
催
を
評
価
し
た
う
え

で
周
知
不
足
を
指
摘
す
る
ご
意
見
や
、「
資

料
映
像
の
文
字
が
小
さ
く
て
見
え
に
く
か
っ

た
」、「
表
示
の
資
料
を
紙
で
配
布
し
て
ほ
し

か
っ
た
」、「
開
催
時
期
や
時
間
帯
の
工
夫
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
」
な
ど
、
改
善
を
求

６
会
場
で
頂
い
た
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の一部
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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議員定数調査特別委員会
⿠吉和や宮島からは、必ず1名は議員を出せる
ようにできないのか。

⿠議員定数の議論には、外部からのチェックも
必要ではないか。

⿠投票率が低いのが残念。もっと伸びるように
活動してほしい。

⿠ちゃんと仕事をしていれば、定数削減などの
声は出ないのではないか。

⿠地域のための活動は必要だ。もっと地域の声
が出せるようにしてほしい。

⿠他自治体との比較など、もっと市民に情報を
出すべきではないか。

会場でのご意見やご質問（一部）
内容ごとに、所管する委員会に振り分けています。
地域名のある意見もありますが、順不同です。
文字数の都合により表現などを変更しています。

総務常任委員会
⿠過疎対策と言っても、子育て施設のない所に
人は来ない。
⿠高齢化や限界集落の対策はどうするのか。
⿠防災無線は、場所によっては全く聞こえない
し、聞こえすぎて困る所もある。
⿠廿日市市版Ｊアラートのようなものはできな
いか。
⿠デジタル化の時代、もっとＡＩなど推進すべ
きだ。
⿠大野図書館を壊す必要は本当にあったのか。
⿠宮島にタックスフリー事務所を設置してほし
い。
⿠宮島にも就労者のための単身用住宅が欲しい。

建設常任委員会
⿠沿岸部の高校に通えるように、通学用の直通
バスはつくれないか。

⿠空き家対策が課題だ。
⿠車に乗れなくなると買い物などにも行けず、
バスもデマンドもなく生活できない。

⿠歩道ができていない場所が多く、シルバーカ
ーなどでの外出がとても危険だ。

⿠地御前の浸水対策の状況はどうなっているの
か。暗

あん

渠
きょ

の浚
しゅん

渫
せつ

などはしているのか。
⿠南道路が延伸されるようだが、それによって
行き止まりや袋小路にならないか心配。

⿠広島サミットの経費で、宮島口の階段や動線
の改良をしてもらうことはできないか。

⿠二重原地区開発に伴う排水対策はどうなって
いるのか。調整池は作られるのか。新機能都
市開発も含め、議会でしっかりと議論された
のか。

文教厚生常任委員会
⿠佐伯高校に地元の子が進学できなくなった。
定員は増やせないのか。
⿠高齢者など、冬場などの緊急時に一時的に入
居できるような施設はできないか。
⿠大野福祉センターの廃止は困る。廿日市全体
で文化活動や高齢者の活動のことも考えてほ
しい。
⿠JA広島総合病院の耐震性の悪い東棟活用はど
うなるのか。

環境産業常任委員会
⿠廿日市市にも観光大使制度をつくってほしい。
⿠山は荒れ、道路沿いはゴミだらけ。大型ごみ
の不法投棄も目立つが、燃えるごみの有料化
などが原因のひとつでは。

⿠イノシシやハクビシンが増えている。もっと
効果的な有害鳥獣対策をしてほしい。

⿠弥山登山道周辺の樹木を伐採し、マムシやマ
ダニの対策をしてはどうか。

⿠山間部では、働く場が少ないのが課題だ。

め
る
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
班
編
成
、
開
催
時
期
、
開
催
頻
度

な
ど
の
手
法
を
見
直
し
な
が
ら
、
参
加
し
や

す
い
「
議
会
報
告
会
」
に
改
善
し
て
ま
い
り

ま
す
。

お
詫
び

大
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
会
場
に
お
い
て
、

準
備
不
足
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
全
員

に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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廿日市市の
こんなことが決まりました

会期17日間　12月６日～12月22日

12月
定例会

大
野
地
域
の
筏い
か
津な
づ
に
建
設
中
の
多
世
代
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ま
る
く
る
大

野
）
が
、
令
和
５
年
３
月
１
日
か
ら
稼
働
す
る
こ
と
に
伴
い
、
機
能
が
重
複

す
る
大
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
公
の
施
設
と
し
て
の
設
置
及
び

管
理
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

●
施
行
期
日　
令
和
５
年
４
月
１
日

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ	

条
例
廃
止
後
、
施
設
は
全
く
利
用
で
き
な
く
な
る
の
か
。
ま
た
、
閉
鎖
後
の
土

地
と
施
設
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ	

公
の
施
設
と
し
て
の
機
能
は
終
了
し
、
施
設
の
利
用
は
で
き
な
く
な
る
。
土
地

と
施
設
は
、
施
設
を
管
理
す
る
部
署
に
引
き
継
ぎ
、
今
後
の
活
用
を
検
討
す
る
。

Ｑ	

新
設
さ
れ
る
多
世
代
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
、
い
ろ
い
ろ
要
望
が
あ
る

が
、
応
え
ら
れ
な
い
場
合
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

Ａ	
大
野
に
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
や
大
野
東
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
あ
り
、
ま
ず
は
、

各
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
、
対
応
で
き
る
こ
と
を
進
め
た
い
。

Ｑ	

施
設
の
売
却
を
含
め
て
の
活
用
は
ど
う
か
。

Ａ	

こ
の
地
域
は
、
都
市
計
画
道
路
が
通
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
１
年
か
け
て
ど

の
よ
う
な
活
用
が
で
き
る
か
慎
重
に
検
討
す
る
。

〈
議
案
第
93
号
〉
大
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

大
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

�

公
の
施
設
の
役
目
終
え
る

Pick up1

議案の状況
令和４年度補正予算
　一般会計・特別会計・企業会計� ……�７件
条例案
　廿日市市個人情報の保護に関する法律
　施行条例　など� ……�15件
その他の事案
　広島県市町総合事務組合規約の変更に
　ついてなど� ……�３件
人事案件
　広島県水道広域連合企業団の議会議員の
　選挙など� ……�２件

報告
　専決処分事項など� ……�４件
発議
　地方財政の充実・強化に関する意見書など
� ……�４件
認定
　令和３年度一般会計歳入歳出決算認定に
　ついてなど� ……�12件
閉会中の継続審査
　所管事務調査� ……�１件
　請願� ……�１件

計49件

今号では
この中から３つを

Pick up
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地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
て
市
職
員
の
定

年
が
現
行
の
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

引
き
上
げ
は
２
年
で
１
歳
延
長
さ
れ
る
た
め
、
10
年
か
け
て
65
歳
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
て
、
60
歳
に
な
っ
た
翌
年
度

か
ら
給
与
月
額
が
７
割
水
準
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
管
理
監
督

職
の
職
員
は
降
任
す
る
役
職
定
年
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
定
年
前
に
短
時
間
勤

務
職
と
し
て
再
任
用
す
る
制
度
や
、
55
歳
か
ら
部
分
休
業
が
可
能
と
な
る
制

度
も
導
入
さ
れ
ま
す
。

●
施
行
期
日　
令
和
５
年
４
月
１
日

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ	

７
割
水
準
と
す
る
根
拠
は
。

Ａ	

人
事
院
の
調
査
に
よ
る
民
間
動
向
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

Ｑ	

部
分
休
業
の
ニ
ー
ズ
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

Ａ	

施
行
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
職
員
へ
の
周
知
を
図
り
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
い
。

原
油
価
格・物
価
高
騰
等
に
よ
る
光
熱
費
等
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
医
療・

福
祉
施
設
の
安
定
・
継
続
的
な
事
業
運
営
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

社
会
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
金　
　
　
　
２
億
４
５
２
万
８
千
円

　
支
援
内
容

①�

介
護
事
業
所
・
障
害
者
支
援
施
設
等

　
・
入
所
系　
３
万
６
千
円
（
一
人
当
た
り
）

　
・
通
所
系　
１
万
２
千
円
（
一
人
当
た
り
）

　
・
そ
の
他　
６
万
円
（
一
事
業
所
当
た
り
）

②
私
立
認
可
保
育
所
等

　
・
私
立
認
可
保
育
園
等　
　
４
１
０
０
円
（
一
人
当
た
り
）

　
・
民
間
留
守
家
庭
児
童
会　
６
万
７
千
円
（
一
か
所
当
た
り
）

③
医
療
機
関

　
・
病
院
及
び
有
床
診
療
所　
３
万
６
千
円
（
一
病
床
当
た
り
）

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ	
来
年
度
以
降
、
電
気
料
金
が
高
騰
し
負
担
が
さ
ら
に
増
加
す
る
中
、
今
後
の
医

療
機
関
へ
の
支
援
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ	
病
院
等
は
、
公
的
医
療
保
険
制
度
の
下
、
国
が
定
め
る
公
定
価
格
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
た
め
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
入
院
料
の
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
難

し
く
、経
営
努
力
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
で
あ
る
。
今
後
は
、県
の
支
援
等
を
含
め
、

国
の
支
援
制
度
の
動
向
や
社
会
情
勢
等
を
注
視
し
て
検
討
す
る
。

〈
議
案
第
83
号
〉
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例

〈
議
案
第
84
号
〉�

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

〈
議
案
第
96
号
〉
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

物
価
高
騰
等
に
対
応
し

�

社
会
福
祉
施
設
等
へ
支
援

Pick up3

職
員
65
歳
定
年
に
向
け

�

段
階
的
に
定
年
年
齢
を
延
長

Pick up2
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質問議員19名
質問39項目
※質問・答弁要旨は質問し
た議員が書いたものです
が、その後、広報広聴特
別委員会において校正を
行っています。その他の
質問については、廿日市
市議会ホームページで映
像をご覧いただけます。

一般質問
一般質問とは？
議員が、市政全般に関して執行者（市長等）にその執行の状況や将来の方向、
また住民生活に密接に関わる事項等について質問すること、あるいは政策を
提言することをいいます。皆さんの生活に関わる大切な質問です。あなたが
関心をもった質問はありますか？

議員の
市の

氏　名 質問タイトル

岡本　敏博

⿠松本市政のカラーについて
◎木にこだわったまちづくりについて
⿠中山間地域の新しい事業用地につ
いて

林　　忠正

⿠多数の観光大使などによる本市Ｐ
Ｒについて

◎宮島の自然や文化を維持していく
ための返礼品なしのふるさと納税
について

⿠竹で里山と里海の循環を取り戻す
活動について

梅田　洋一 ◎ふるさと納税の新たな推進につい
て

井上佐智子

⿠本市の消費生活センターに、霊感
商法（開運商法）被害の相談はあっ
たか、また被害者対策について本
市の考えを問う

◎職員研修に男性の更年期障害につ
いての研修機会を持つことについ
て問う

⿠宮島口地区まちづくり整備計画の
進捗状況を問う

広畑裕一郎
⿠中期財政見通しの見直しについて
◎大野地域の交通渋滞と安全対策に
ついて

山田　武豊
◎特別養護老人ホームの増設の必要
性について

⿠中学校部活動の地域移行について

向井　恵美

⿠有害鳥獣被害対策の強化について
⿠「ウッドワンさくらぴあ」管理運営
に関するアンケート結果について

◎高齢者の外出支援に関する方策に
ついて

北野　久美 ◎広島南道路整備に伴う効果及び周
辺地域への影響について

隅田　仁美 ◎ひきこもり支援について
⿠特定妊婦支援について

氏　名 質問タイトル

吉屋　智晴

◎主権者教育について
◎子育てしやすい街づくりのための
施策について
⿠地域への連絡体制について

徳原　光治

◎廿日市市スポーツ推進委員の現状
と課題について
⿠３世代地区内同居（親元近居・同
居）優遇制度導入について

栗栖　俊泰

⿠障害者関連法改正などへの取り組
み状況について
◎地域の子どもが進学したい高校を
選べる環境づくりについて

堀田　憲幸

◎新機能都市開発事業として推進し
ている（仮称）平良丘陵開発土地
区画整理事業及び（仮称）二重原
地区産業団地造成事業について

山下竜太郎 ◎みやじまトライアスロンについて

大畑　美紀

⿠マイナンバーカード普及策の問題
点について
◎保育基準を改善し、子どもの最善
の利益になる保育条件整備を
⿠磁気誘導ループ（ヒアリングルー
プ）利用拡大及び補聴器購入助成
制度創設について

水野　善丈 ◎安全保障問題の地域住民や企業へ
の影響について

坂本　和博

◎拠点性を高めるまちづくりにおけ
る都市機能とネットワークについ
て
⿠Ｇ７広島サミットへの本市の対応
状況と今後の取り組みについて

高橋みさ子 ◎令和５年度の予算編成について
⿠ＤＸ推進の取り組みについて

中島　康二 ◎橋の安全性確認について
⿠本市のゆるキャラについて

◎印は掲載
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Ｑ	

10
月
に
導
入
さ
れ
る
宮
島
訪
問
税

は
、
宮
島
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ

る
増
幅
費
用
に
充
当
す
る
が
、
宮

島
の
自
然
や
文
化
の
維
持
に
は
充

当
で
き
な
い
。
そ
の
維
持
を
目
的

と
し
た
返
礼
品
な
し
の
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
持
続
的
な
観
光
振
興
に

つ
な
が
る
が
ど
う
か
。

Ａ	
本
制
度
は
、
寄
附
者
と
本
市
と
の

関
係
性
を
構
築
す
る
重
要
な
手
段

で
あ
る
。
返
礼
品
の
や
り
と
り
だ

け
の
消
費
的
な
関
係
で
終
わ
ら
せ

ず
、
寄
附
金
を
事
業
に
有
効
活
用

し
、
さ
ら
に
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
理
解
等
が
深
ま
り
、
新
た
な

寄
附
者
の
獲
得
に
つ
な
が
る
よ
う

周
知
し
て
い
く
。

Ｑ	

礼
状
で
活
用
報
告
を
す
る
こ
と
で
、

実
際
の
訪
問
に
つ
な
が
る
な
ど
、

持
続
的
な
観
光
振
興
に
な
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

Ａ	

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

Ｑ	

「
木
の
ま
ち
は
つ
か
い
ち
」
は
ど

ん
な
目
的
を
持
っ
て
い
つ
誰
が
発

信
を
始
め
た
の
か
、
そ
の
根
拠
が

な
い
。
森
林
の
重
要
性
、
木
材
消

費
の
拡
大
、
林
業
振
興
な
ど
木
に

こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
べ
き
で
あ
り
次
の
点
を
問
う
。

	

①
「
木
の
ま
ち
は
つ
か
い
ち
」
の

宣
言

	

②
林
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

	

③
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
整
備

Ａ	

①
林
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
中

で
木
を
植
え
て
、
伐
っ
て
、
使
う

循
環
を
目
指
す
宣
言
を
検
討
す
る
。

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
社
会
な
ど

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
林
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

�

③
発
電
の
み
な
ら
ず
、
熱
利
用
な

ど
の
利
活
用
を
含
め
て
設
置
場
所

や
規
模
、
供
給
方
法
な
ど
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
た
い
。

Ｑ	

阿
品
台
に
あ
る
旧
下
水
処
理
場
な

ど
、
コ
ス
ト
の
問
題
で
処
理
が
停

滞
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
遊
休
施

設
の
転
用
促
進
の
た
め
に
、
解
釈

が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
活
用
し
て
寄
附
を

募
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ	

行
政
財
産
と
し
て
の
目
的
を
終
え

た
施
設
、
土
地
な
ど
の
市
の
資
産

つ
い
て
は
、
別
の
用
途
へ
の
転
用
、

民
間
へ
の
売
却
、
貸
付
な
ど
順
次

整
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
補
助
や

起
債
な
ど
の
財
源
確
保
を
含
め
、

資
産
の
整
理
方
針
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
地
元
と
の
調
整
な
ど

地
域
の
実
情
も
勘
案
し
な
が
ら
慎

重
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
資
産
の
整
理
方
針
が
確

定
し
て
い
な
い
状
況
で
寄
附
を
募

る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
は
考
え
て

い
な
い
。

Ｑ	

大
野
地
域
人
権
研
修
会
で
男
性
ホ

ル
モ
ン
欠
乏
症
に
よ
る
男
性
の
更

年
期
障
害
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
発

症
は
ス
ト
レ
ス
を
契
機
と
し
、
症

状
は
う
つ
病
と
似
て
い
る
が
、「
う

つ
病
」
か
「
男
性
更
年
期
障
害
」

か
で
治
療
法
が
全
く
違
う
。
本
市

男
性
職
員
の
長
期
休
養
者
の
職
場

復
帰
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
職
員

研
修
に
取
り
入
れ
、
適
切
な
治
療

を
導
く
契
機
と
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ	

令
和
３
年
度
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
に
よ
る
病
気
休
暇
90
日
以
上

の
休
職
者
は
21
人
、
う
ち
男
性
は

10
名
で
あ
る
。
う
つ
病
な
ど
の
不

調
者
に
は
職
員
健
康
相
談
担
当
者

が
面
接
等
を
行
い
、
医
師
の
診
断

に
基
づ
き
、
受
診
や
復
職
に
向
け

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
必
要
に
応
じ
て
男
性
更

年
期
障
害
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

男
性
の
更
年
期
障
害
に

�

つ
い
て
の
研
修
を

遊
休
施
設
に

ふ
る
さ
と
納
税
の
着
想
は

宮
島
の
自
然
や
文
化
の

�

維
持
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

木
に
こ
だ
わ
っ
た

�

ま
ち
づ
く
り
を

林　　忠正 議員

岡本　敏博 議員

梅田　洋一 議員

井上佐智子 議員
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Ｑ	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
全
国
平

均
定
員
数
は
、
人
口
10
万
人
当
た

り
456
人
。
こ
れ
に
対
し
、
本
市
の

定
員
は
394
人
で
あ
り
、
全
国
の
水

準
よ
り
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

来
年
度
は
、
廿
日
市
市
介
護
保
険

事
業
計
画
見
直
し
の
年
で
あ
り
、

本
市
の
定
員
数
を
増
や
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
考
え
を
問
う
。

Ａ	
現
在
、
令
和
６
か
ら
８
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る
第
９
期
事
業
計
画

に
着
手
し
て
い
る
。

�

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
要
介
護
認

定
者
を
除
く
65
歳
以
上
の
市
民
を

対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
参
入
意
向

調
査
な
ど
の
数
種
類
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

�

人
口
推
計
や
そ
れ
ら
の
調
査
結
果

等
を
も
と
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
整
備
の
必
要
性
や
規
模
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ	

市
は
、市
道
鳴
川
３
号
線（
八
坂
西

か
ら
玖
波
）の
整
備（
令
和
８
年
度

竣
工
予
定
）
に
着
手
。
利
便
性
の

向
上
と
と
も
に
、
国
道
２
号
の
う

回
路
と
し
て
渋
滞
緩
和
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
す
る
。
そ
の
一
方

で
、
阿
品
台
方
面
か
ら
連
結
す
る

市
道
へ
の
う
回
車
両
増
加
は
、
都

計
道
路
の
未
整
備
区
間
や
歩
道
の

な
い
区
間
も
あ
り
安
全
面
に
不
安
。

改
善
に
向
け
今
後
の
対
策
を
問
う
。

Ａ	

大
野
地
域
を
東
西
に
結
ぶ
対
厳
山

林
ヶ
原
線
は
、
西
側
約
千
百
ｍ
の

未
整
備
区
間
が
あ
る
。
塩
屋
側
は
、

路
線
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
整
備

時
期
を
検
討
し
た
い
。
林
が
原
二

丁
目
交
差
点
か
ら
宮
浜
温
泉
付
近

の
間
は
歩
道
が
な
い
区
間
が
あ
る

が
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を

図
る
上
で
歩
道
は
必
要
で
あ
る
。

当
面
の
改
良
及
び
都
市
計
画
の
変

更
も
含
め
検
討
中
で
あ
る
。

Ｑ	

２
０
２
５
年
に
団
塊
世
代
が
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
高

齢
化
が
急
速
に
加
速
す
る
。
高
齢

者
の
一
人
世
帯
、
二
人
世
帯
が
増

加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
買
い

物
や
通
院
な
ど
外
出
が
困
難
な
世

帯
が
増
加
す
る
。
高
齢
者
の
外
出

支
援
の
方
策
、
外
出
支
援
に
関
す

る
助
成
制
度
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。

Ａ	

孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
も
外
出
す
る

こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
高
齢
者
サ

ロ
ン
等
へ
の
移
動
に
対
し
て
、
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
で
支
援
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。
次
期
地
域
公
共
交
通
計
画

に
お
い
て
、
地
域
主
体
に
よ
る
生

活
交
通
の
導
入
に
向
け
、
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
位
置
付

け
相
談
対
応
や
運
行
計
画
の
作
成

支
援
を
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ	

①
広
島
南
道
路
の
整
備
に
伴
い
、

周
辺
地
域
へ
の
騒
音
・
振
動
・
大

気
汚
染
等
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
環
境
対
策
に
つ
い
て
の
見
解

を
問
う
。

	

②
地
御
前
串
戸
線
は
、
Ｊ
Ｒ
と
広

島
電
鉄
の
線
路
下
を
通
り
整
備
さ

れ
る
た
め
、
防
犯
・
浸
水
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

Ａ	

①
平
成
９
年
の
環
境
影
響
評
価
は

環
境
保
全
目
標
に
達
し
て
い
た
が
、

今
後
、
最
新
の
知
見
や
予
測
交
通

量
を
基
に
再
度
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
対
策
を
検
討
す
る
。
設
計
完

成
後
に
、
地
元
へ
の
説
明
を
行
う
。

�

②
防
犯
対
策
は
、
照
明
灯
や
監
視

カ
メ
ラ
等
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

浸
水
対
策
は
、
道
路
冠
水
を
防
ぐ

た
め
の
ポ
ン
プ
の
設
置
や
冠
水
情

報
表
示
板
の
設
置
を
考
え
て
お
り
、

河
川
護
岸
に
つ
い
て
は
、
管
理
者�

の
広
島
県
と
協
議
し
て
い
く
。

広
島
南
道
路
等
整
備
に

�

伴
う
影
響
へ
の
対
策
を

高
齢
者
の
外
出
支
援
を

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

人
口
に
合
わ
せ
た
増
設
を

東
西
の
市
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�

の
充
実
急
げ

広畑裕一郎 議員

山田　武豊 議員

向井　恵美 議員

北野　久美 議員
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Ｑ	

学
校
内
民
主
主
義
を
実
感
で
き
、

主
権
者
教
育
に
も
繋
が
る
生
徒
主

体
の
校
則
見
直
し
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ	

昨
年
度
か
ら
３
年
間
の
計
画
で
、

全
小
中
学
校
で
見
直
し
を
開
始
し

て
い
る
。
四
季
が
丘
中
学
校
の
校

則
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
８

割
超
の
生
徒
が
主
体
的
に
参
画
し
、

保
護
者
や
地
域
の
方
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
議
論
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ	
公
立
保
育
園
で
、
保
護
者
や
職
員

の
負
担
軽
減
に
役
立
つ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

Ａ	

児
童
の
登
園
降
園
管
理
や
保
育
園

か
ら
の
保
護
者
連
絡
が
一
斉
送
信

で
き
る
な
ど
の
機
能
を
有
す
る

「
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
、

令
和
３
年
度
に
３
園
で
先
行
導
入

し
、
十
分
な
効
果
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
未
導
入
の
公
立
保
育
園
に

つ
い
て
も
、
今
年
度
中
の
導
入
準

備
を
進
め
て
い
る
。

※
❷

Ｑ	

全
国
の
ひ
き
こ
も
り
人
数
は
115
万

人
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
支
援
の

手
が
届
き
に
く
く
、※
❶
８
０
５
０

問
題
も
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

	

①
県
内
市
町
で
「
ひ
き
こ
も
り
支

援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
作
ら
れ
て

い
る
。
本
市
で
の
設
置
は
ど
う
か
。

	

②
当
事
者
や
家
族
が
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
か
分
か
り
や
す
い
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
、
ま

た
「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
」
の
導
入
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

Ａ	

①
設
置
は
し
て
い
な
い
が
同
じ
よ

う
な
機
能
を
持
つ
「
相
談
ま
る
ご

と
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
等
で
必
要

な
相
談
窓
口
に
つ
な
い
で
い
る
。

�

②
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
工
夫
し
た
い
。
民
生
委
員
や
児

童
委
員
か
ら
、
ひ
き
こ
も
り
の
知

識
や
適
切
な
関
わ
り
方
が
分
か
ら

な
い
と
の
声
が
あ
り
、
講
座
を
開

き
理
解
を
深
め
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ	

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
市
民
の
健
康
づ
く
り

や
地
域
が
担
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

運
営
に
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
委
嘱
状
況
、
推
進
委
員
の
主

な
活
動
や
活
動
の
成
果
と
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

Ａ	

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
社
会
的

信
望
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
深
い

関
心
と
理
解
を
持
ち
、
そ
の
職
務

を
行
う
熱
意
と
能
力
を
持
つ
者
の

中
か
ら
市
長
が
委
嘱
す
る
市
の
非

常
勤
職
員
で
あ
る
。
主
な
活
動
と

し
て
は
、
月
１
回
の
定
例
会
と
全

国
対
抗
男
子
駅
伝
や
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
協
力
・
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
課
題
は
、
現
在
、
定
数
70

人
以
内
で
55
人
し
か
委
嘱
で
き
て

い
な
い
こ
と
で
、
定
数
人
数
確
保

へ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
は
つ

か
い
ち
な
ど
で
周
知
し
た
い
。

Ｑ	

吉
和
地
域
の
よ
う
に
沿
岸
部
か
ら

離
れ
た
地
域
で
は
、
下
宿
の
確
保

や
金
銭
的
負
担
な
ど
が
大
き
く
、

希
望
の
高
校
に
進
学
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
も
い
る
。
地
域
や
家
庭

環
境
の
違
い
で
、
進
学
先
を
制
限

さ
せ
な
い
た
め
の
対
応
を
問
う
。

①
下
宿
費
用
の
一
部
助
成
な
ど
は

で
き
な
い
か
。

	

②
沿
岸
部
に
学
生
寮
を
整
備
す
る

考
え
は
な
い
か
。

Ａ	

①
②
希
望
す
る
進
学
先
を
選
択
す

る
の
は
ど
こ
の
地
域
で
も
同
じ
で

あ
り
、
地
域
を
限
定
し
て
の
助
成

や
寮
整
備
な
ど
の
支
援
策
は
難
し

く
、
県
や
市
な
ど
の
奨
学
金
制
度

も
あ
る
。
中
山
間
地
域
の
人
口
維

持
の
た
め
、
通
え
る
佐
伯
高
校
の

存
続
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

Ｑ	

地
域
の
声
は
聞
く
べ
き
で
は
。

Ａ	

地
域
の
声
を
聞
く
こ
と
や
、
議
論

す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

進
学
し
た
い
高
校
を

�

選
べ
る
環
境
づ
く
り
を

ス
ポ
ー
ツ
推
進

�

委
員
に
つ
い
て

主
権
者
教
育
と

�

子
育
て
施
策
の
充
実
を

ひ
き
こ
も
り
支
援
に

�

つ
い
て

栗栖　俊泰 議員

隅田　仁美 議員

吉屋　智晴 議員

徳原　光治 議員
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Ｑ	

み
や
じ
ま
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
次

回
の
開
催
を
も
っ
て
終
了
す
る
。

過
去
13
回
「
オ
ー
ル
廿
日
市
」
で

大
会
を
支
え
、
選
手
の
頑
張
り
が

地
域
に
元
気
を
届
け
て
い
た
が
、

大
会
終
了
で
本
市
の
一
体
感
が
な

く
な
り
、
特
に
中
山
間
地
の
衰
退

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
大
会
の

レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
を
引
き
継
ぎ
、

市
全
体
を
ス
ポ
ー
ツ
で
盛
り
上
げ

る
た
め
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
か
。

Ａ	

今
後
は
沿
岸
部
か
ら
中
山
間
部
の

各
地
域
の
地
理
的
特
性
を
活
か
し

た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会

と
場
の
提
供
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

活
用
し
た
事
業
の
調
査
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
を
発
揮
で
き
る
場
も
合
わ
せ
て

検
討
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
よ

り
多
く
の
市
民
が
感
動
を
共
有
で

き
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ	

平
良
丘
陵
開
発
土
地
区
画
整
理
事

業
及
び
ニ
重
原
地
区
産
業
団
地
造

成
事
業
の
造
成
工
事
に
お
い
て
、

近
隣
及
び
可
愛
川
周
辺
地
域
か
ら

大
雨
時
の
河
川
氾
濫
に
つ
い
て
不

安
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
工
事
着

手
に
至
る
ま
で
に
十
分
説
明
す
べ

き
だ
が
対
応
を
問
う
。

Ａ	

平
良
丘
陵
開
発
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

説
明
会
を
10
回
開
催
し
、
大
雨
時

の
不
安
や
防
災
対
策
に
つ
い
て
意

見
を
聞
い
て
い
る
。
工
事
着
手
前

ま
で
に
周
辺
住
民
に
対
し
、
防
災

工
事
、
調
整
池
の
機
能
な
ど
の
説

明
会
を
組
合
が
開
催
す
る
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

�

ニ
重
原
地
区
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

造
成
計
画
等
が
固
ま
っ
て
来
た
時

期
に
説
明
会
を
考
え
て
い
る
。

�

両
事
業
と
も
丁
寧
に
説
明
す
る
な

ど
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ	

①
保
育
士
の
配
置
基
準
は
長
年
改

善
さ
れ
ず
給
料
は
全
産
業
平
均
よ

り
大
幅
に
低
い
。
規
制
緩
和
は
保

育
条
件
の
後
退
に
つ
な
が
る
恐
れ

も
。
事
故
や
事
件
は
、
ど
の
保
育

園
で
も
起
こ
り
得
る
と
識
者
は
指

摘
す
る
。
保
育
士
配
置
基
準
・
処

遇
の
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

	

②
私
立
保
育
園
の
経
営
は
厳
し
い
。

公
立
の
民
営
化
は
や
め
、
公
・
私

立
と
も
に
安
定
運
営
が
で
き
る
よ

う
努
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

Ａ	

①
国
基
準
で
配
置
し
、
加
配
保
育

士
な
ど
実
情
に
沿
っ
て
運
用
。
事

務
職
員
配
置
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
で

負
担
軽
減
を
図
り
、
市
独
自
の
配

置
基
準
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

�

②
保
育
を
取
り
巻
く
制
度
や
環
境

が
大
き
く
変
化
し
、
保
育
園
再
編

基
本
構
想
を
見
直
す
。
全
体
の
定

員
管
理
、
私
立
認
可
保
育
園
の
定

員
確
保
や
運
営
支
援
を
考
え
る
。

Ｑ	

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）が
発
令
さ
れ
る
際
、
住
民
へ

の
伝
達
方
法
と
避
難
方
法
は
。

Ａ	

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
令
は
、
携
帯
端

末
と
市
の
防
災
行
政
無
線
に
よ
る

注
意
喚
起
と
な
る
。
避
難
行
動
は
、

屋
内
避
難
を
基
本
と
し
、
屋
外
で

は
、
近
傍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

等
の
頑
丈
な
施
設
に
避
難
し
、
な

い
場
合
は
、
物
陰
に
身
を
隠
す
か
、

地
面
に
伏
せ
て
頭
部
を
守
る
行
動

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

Ｑ	

※
❸
国
民
保
護
法
に
お
け
る
本
市
の

避
難
場
所
の
整
備
状
況
は
。

Ａ	

現
在
は
、
学
校
施
設
や
公
園
を
指

定
し
て
い
る
。
県
へ
民
間
施
設
の

避
難
場
所
指
定
を
問
い
合
わ
せ
た

が
、「
現
在
は
公
共
施
設
を
優
先

的
に
し
て
い
る
」
と
の
回
答
で
、

民
間
施
設
の
指
定
は
で
き
て
い
な

い
。

周
辺
国
の
ミ
サ
イ
ル
へ
の

�

避
難
対
応
は

保
育
の
質
向
上
へ

�

保
育
基
準
改
善
を

み
や
じ
ま
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

�

に
つ
い
て

市
民
の
不
安
解
消
を

大畑　美紀 議員

堀田　憲幸 議員

山下竜太郎 議員

水野　善丈 議員
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Ｑ	

本
市
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食

費
の
上
昇
分
は
市
が
補
填
し
、
来

年
３
月
分
ま
で
の
保
護
者
負
担
額

を
据
え
置
い
て
い
る
。
し
か
し
、

物
価
上
昇
は
収
ま
る
気
配
は
な
く
、

食
べ
盛
り
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

で
は
、
食
費
や
光
熱
費
の
上
昇
が
、

家
計
へ
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い

る
。
来
年
度
も
引
き
続
き
給
食
費

の
保
護
者
負
担
の
軽
減
策
を
講
じ

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

Ａ	

こ
の
ま
ま
食
材
費
高
騰
が
続
く
よ

う
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
達
に
必
要

な
栄
養
価
や
質
、
量
、
多
様
な
献

立
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
値
上

げ
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
物
価
高
騰
の
負
担
を
保

護
者
に
押
し
付
け
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
。
給
食
費
は
据
え
置

き
、
市
で
予
算
措
置
を
行
い
た
い
。

戦
略
的
な
取
り
組
み
と
し
て
令
和

５
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
す
る
。

Ｑ	

市
は
、
今
年
度
※
❹
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
地
区
整
備
計
画
を
見
直
す
。
市

長
は
「
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
を
エ
ン
ジ

ン
と
し
て
位
置
付
け
、
廿
日
市
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
の
際
、
シ
ビ
ッ
ク

コ
ア
に
は
、文
化・交
流
機
能
（
図

書
館
・
美
術
館
等
）
が
重
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
各
拠
点
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
構
築
す
る
の
か
。

Ａ	

市
役
所
周
辺
の
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
計

画
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
居
住
者
、

事
業
者
等
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
は
、

勉
強
会
等
に
お
い
て
活
用
し
、
関

係
者
と
地
区
整
備
の
方
向
性
を
検

討
す
る
。
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
に
文
化

や
商
業
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
で

賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
。
拠
点
間

の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
形
成
を
図
る
。

Ｑ	

本
市
に
は
永
慶
寺
川
や
可
愛
川
等

多
く
の
河
川
は
、
橋
で
国
県
市
道

等
と
接
続
し
、
各
行
政
が
管
理
し

て
い
る
。
ま
た
、
生
活
上
便
利
な

こ
と
か
ら
設
置
さ
れ
た
管
理
者
不

明
の
橋（
勝
手
橋
）は
、
老
朽
化
な

ど
に
よ
り
安
全
面
に
課
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

	

①
橋
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

	

②
管
理
不
明
な
橋
の
把
握
及
び
安

全
確
認
等
に
つ
い
て

Ａ	

①
市
が
管
理
す
る
道
路
橋
585
橋
全

て
の
調
査
や
健
全
度
を
４
段
階
で

判
定
後
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を

策
定
し
て
、
費
用
の
縮
減
と
平
準

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
５
年
に

一
度
点
検
し
て
い
る
が
、
緊
急
に

修
繕
す
べ
き
橋
は
な
い
。

�

②
管
理
不
明
な
橋
の
調
査
は
県
で

始
め
た
と
こ
ろ
で
、
市
も
実
態
把

握
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

橋
の
安
全
性
確
保
を

給
食
費

保
護
者
負
担
の
軽
減
策
を

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区

計
画
見
直
し
の
考
え
方
は

高橋みさ子 議員

❶�8050問題（P9）…高齢になった親（80歳代）と中年になった引きこもりの子（50歳代）が社会から
孤立する問題
❷主権者教育（P9）…子どもたちが政治や社会のことに関心を持ち、それを「自分ごと」として考えた
上で選挙などに主体的に参加する態度を養う教育
❸国民保護法（Ｐ10）…正式には「武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律」と
いい、武力攻撃事態等において、武力攻撃から国民の生命、身体及び財産を保護し、国民生活等に及
ぼす影響を最小にするための、国・地方公共団体等の責務、避難・救援・武力攻撃災害への対処等の
措置が規定されている

用語説明

坂本　和博 議員

中島　康二 議員
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各会計の決算状況� （単位：千円）

会計名 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額
一般会計 59,830,886 58,304,154 1,526,732
特別会計（８会計） 25,936,725 25,472,072 464,653

合計 85,767,611 83,776,226 1,991,385
企業会計名 事業収益（収入） 事業費用（支出） 差引額

水道事業会計 3,035,941 2,870,609 165,332
国民宿舎事業会計 13,235 51,982 −38,747
下水道事業会計 3,718,578 3,571,906 146,672
＊企業会計の資本的収入・支出は掲載していない。
＊国民宿舎事業会計の事業費用に含まれる減価償却費は32,276千円

税金の使われ方を認定令和３年度決算
をチェック

主
な
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ	

令
和
３
年
度
の
経
常
収
支
比
率

は
大
幅
な
改
善
数
値
を
示
し
て

い
る
が
、
安
心
し
て
よ
い
の
か
。

Ａ	

経
常
収
支
比
率
が
大
幅
に
改
善

し
た
要
因
は
、
国
の
経
済
対
策

に
基
づ
く
普
通
交
付
税
の
追
加

措
置
、
令
和
２
年
度
に
猶
予
さ

れ
た
市
税
が
令
和
３
年
度
に
歳

入
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ

ら
の
影
響
を
除
い
て
試
算
し
た

場
合
は
93
・
１
％
と
な
る
。令
和

３
年
度
決
算
は
、
国
の
経
済
対

策
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
増
額

な
ど
に
よ
り
、
実
質
収
支
は
約

９
億
円
の
黒
字
と
な
り
、
※
❺
中

期
財
政
運
営
方
針
で
定
め
た
財

政
指
標
の
目
標
値
を
い
ず
れ
も

達
成
し
、
健
全
な
財
政
運
営
が

で
き
て
い
る
と
考
え
る
が
、
こ

れ
ら
は
国
の
施
策
に
よ
る
一
時

的
な
要
因
が
大
き
く
、
楽
観
視

で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ	

今
後
の
課
題
や
問
題
点
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

Ａ	

今
後
の
財
政
運
営
の
課
題
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

や
物
価
高
騰
の
影
響
が
長
期
化

す
る
こ
と
で
の
本
市
へ
の
影
響

を
見
極
め
、
機
動
的
か
つ
弾
力

的
に
対
応
す
る
こ
と
。
近
年
、

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の

義
務
的
経
費
や
公
共
施
設
の
維

持
管
理
・
長
寿
命
化
な
ど
に
要

す
る
経
費
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
を
ピ
ー
ク

と
見
込
む
公
債
費
は
、
市
債
発

行
の
抑
制
や
繰
上
償
還
を
行
い

将
来
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い

く
。
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た

デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
や
脱
炭
素

化
へ
の
対
応
、
頻
発
す
る
自
然

災
害
な
ど
、
新
た
な
行
政
需
要

や
財
政
運
営
上
の
リ
ス
ク
に
備

え
、
基
金
を
確
保
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
中
期
的
な
見
通

し
の
も
と
、
こ
う
し
た
課
題
へ

し
っ
か
り
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

10
月
13
、
14
日
及
び
21
日
に
決
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
・
企
業
会
計
の

決
算
認
定
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
慎
重
な
審
査
の
結
果
、
討
論
は
な
く
全
委
員
で
い
ず
れ
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

12
月
６
日
の
定
例
会
初
日
に
決
算
特
別
委
員
長
か
ら
、
原
案
ど
お
り
認
定
す
べ
き
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
般

会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
で
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
起
立
に
よ
る
採

決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
し
、
そ
の
他
の
会
計
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。
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決
算
認
定
第
１
・
２
・
４
・
10
号

反
対
討
論

莫
大
な
費
用
を
か
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
に
市
民
の
メ
リ
ッ

ト
は
少
な
い
。
新
機
能
都
市
開
発
や
二
重
原
地

区
開
発
な
ど
の
大
型
開
発
は
見
直
し
を
。
Ｄ
Ｂ

Ｏ
方
式
の
筏
津
地
区
公
共
施
設
再
編
は
直
営
に

す
べ
き
だ
っ
た
。
不
安
定
雇
用
で
は
な
く
任
期

の
定
め
の
な
い
正
職
員
増
を
。
国
保
税
引
き
上

げ
に
反
対
。
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
制

度
に
問
題
が
あ
る
。
水
道
事
業
会
計
で
は
、
企

業
団
参
画
が
前
提
の
協
議
会
負
担
金
に
反
対
。

賛
成
討
論

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
は
個
人
の
意
思
を

尊
重
し
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｔ
を
推
進
す
べ
き
。
新

機
能
都
市
開
発
で
市
全
体
が
豊
か
に
な
る
。
筏

津
地
区
公
共
施
設
は
、
直
営
方
式
に
難
点
が
あ

る
た
め
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
。
国
保
で
は
生
活

困
窮
者
対
策
も
行
わ
れ
て
い
る
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
医
療
費
が
増
大
す
る
中
、
現
役
世

代
の
負
担
を
抑
え
る
。
水
道
は
宮
島
・
佐
伯
へ

の
県
用
水
管
路
増
設
や
、
水
道
料
金
値
上
げ
回

避
な
ど
、
企
業
団
参
画
の
判
断
は
妥
当
。

議
決
日

種　

類

番　

号
事　件　名

議
決
結
果

賛
成
（
人
）

反
対
（
人
）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
濱
本　

紀
洋

坂
本　

和
博

梅
田　

洋
一

山
崎　

英
治

山
下
竜
太
郎

吉
屋　

智
晴

水
野　

善
丈

向
井　

恵
美

隅
田　

仁
美

新
田　

茂
美

大
﨑　

勇
一

北
野　

久
美

山
口　

三
成

枇
杷
木
正
伸

中
島　

康
二

欠
番

田
中　

憲
次

広
畑
裕
一
郎

林　
　

忠
正

山
田　

武
豊

大
畑　

美
紀

井
上
佐
智
子

徳
原　

光
治

高
橋
み
さ
子

栗
栖　

俊
泰

堀
田　

憲
幸

岡
本　

敏
博

佐
々
木
雄
三

12
月
6
日

認
定1

令和３年度廿日市
市一般会計歳入歳
出決算認定につい
て

認定 24 1 ○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○×○○○○○欠議長

12
月
6
日

認
定2

令和３年度廿日市
市国民健康保険特
別会計歳入歳出決
算認定について

認定 24 1 ○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○×○○○○○欠議長

12
月
6
日

認
定4

令和３年度廿日市
市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出
決算認定について

認定 24 1 ○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○×○○○○○欠議長

12
月
6
日

認
定10

令和３年度廿日市
市水道事業会計決
算認定について

認定 24 1 ○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○×○○○○○欠議長

12
月
22
日

議
案81

廿日市市個人情報
の保護に関する法
律施行条例

原案
可決 25 1 ○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○×○○○○○○議長

12
月
22
日

議
案82

廿日市市情報公
開・個人情報保護
審査会条例

原案
可決 25 1 ○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○×○○○○○○議長

12
月
22
日

議
案86

特別職の職員等の給
与、旅費及び費用弁
償に関する条例の一
部を改正する条例

原案
可決 25 1 ○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○×○○○○○○議長

12
月
22
日

議
案96

令和４年度廿日市
市一般会計補正予
算（第９号）

原案
可決 25 1 ○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○×○○○○○○議長

� 〔表示例〕　○…賛成　　×…反対　　欠…欠席　　議長…議長職

会期 �令和４年12月６日～12月22日の17日間
令和４年第４回定例会の議案等のうち賛成・反対が分かれたものについて、各議員の賛否の状況を
お知らせします。

〈議決結果〉
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議
案
第
81
号　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例

�

反
対
討
論�

法
改
正
に
よ
り
、
市
が
定
め
る
個
人
情

報
保
護
条
例
を
廃
止
し
、
全
国
的
な
共

通
ル
ー
ル
に
す
る
も
の
だ
が
、
法
に
問

題
が
あ
り
、
本
市
の
個
人
情
報
保
護
が

後
退
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

�

賛
成
討
論�

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め

の
法
改
正
で
、
全
国
的
な
共
通
ル
ー
ル

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
改
定
後

も
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
と
い

う
点
に
お
い
て
は
変
わ
り
な
い
。

議
案
第
82
号　

情
報
公
開・個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

�

反
対
討
論�

個
人
情
報
保
護
の
所
管
は
国
の
個
人
情

報
保
護
委
員
会
に
一
元
化
さ
れ
、本
市
審

査
会
で
の
議
論
は
最
小
限
に
な
る
。個
人

情
報
保
護
が
後
退
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

�

賛
成
討
論�

市
民
の
審
査
請
求
に
関
し
て
権
利
利
益

討　
　
論

を
守
る
た
め
に
必
要
な
機
関
で
あ
り
、

設
置
に
賛
成
す
る
。

議
案
第
86
号　

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

�

反
対
討
論�

職
責
を
果
た
す
に
は
現
行
で
十
分
で
あ

り
、
一
般
職
に
準
じ
て
引
き
上
げ
る
必

要
は
な
い
。

�
賛
成
討
論�

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職
報
酬
の

改
定
に
準
じ
て
お
り
、
民
間
動
向
を
反

映
し
た
も
の
で
妥
当
。

議
案
第
96
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
�

反
対
討
論�

（
仮
称
）
二
重
原
地
区
産
業
団
地
造
成

事
業
関
連
の
補
正
予
算
に
反
対
。
環
境

へ
の
負
荷
も
大
き
く
、
事
業
収
支
が
合

っ
た
と
し
て
も
や
る
べ
き
で
は
な
い
。

�

賛
成
討
論�

同
事
業
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
環

境
に
配
慮
し
、
慎
重
に
進
め
ら
れ
る
と

思
う
。

学
校
給
食
へ
の
公
的
補
助
を
強
め
、

完
全
無
償
化
を
求
め
る
請
願

請
願
は
「
継
続
審
査
」
に

11
月
28
日
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に

「
学
校
給
食
へ
の
公
的
補
助
を
強
め
、

完
全
無
償
化
を
求
め
る
請
願
」
が
新
日

本
婦
人
の
会
廿
日
市
支
部
か
ら
提
出
さ

れ
た
た
め
、
会
期
中
の
委
員
会
に
お
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

請
願
要
旨
や
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
請
願
要
旨
】

◦�

学
校
給
食
へ
の
公
的
補
助
を
強
め
、

廿
日
市
市
と
し
て
完
全
無
償
化
と
し

て
く
だ
さ
い
。

◦�

学
校
給
食
に
地
元
食
材
は
も
と
よ
り
、

有
機
農
産
物
を
使
用
し
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
保
障
し
て
く

だ
さ
い
。

【
審
査
結
果
】

請
願
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

と
審
議
し
た
上
で
結
論
を
出
す
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
継
続
審
査
と
す
る
。

❹シビックコア地区整備計画（P11）…廿日市市のシンボルとなる新しい都心、広域サービス都市づく
り（シビックセンターゾーンの形成）を目指し、シビックコア地区（新宮一丁目、下平良一丁目、下
平良二丁目、本町）の整備目標を定めたもの
❺中期財政運営方針（P12）…財政運営の目標と、その実現に向けた取り組みの方向性を定め、社会情
勢に対応し持続可能な財政基盤を構築することを目的として策定。平成19年に策定以降、５年ごとに
見直しが行われている。令和３～７年度の中期財政運営方針による主な取り組み内容は、「財源の確保」
「財源配分の最適化」「市債残高の適正な管理」「基金の確保・活用」「財政規律の堅持」となっている

用語説明

請　
　
願
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地方財政の充実・強化に関する意見書（要約）
令和５年度の政府予算と地方財政の検討にあたって、以下の実現を求めます。
１．地方の増大する一般財源総額の確保。
２．子育て、地域医療、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援などの社会保障経費の拡充。
３．地方交付税の法定率を引き上げ、自律的な地方財政の確立に取り組むこと。
４．新型コロナウイルス感染症対策への十分な財源措置の確保。
５．「まち・ひと・しごと創生事業費」の確保・拡充。
６．会計年度任用職員制度の財政需要を十分に満たすこと。
７．特別交付税の諸手当等の支給水準が国の基準を超えている自治体に対し、減額措置を行わないこと。
８．地域デジタル社会推進費に相当する財源を確保すること。
９．森林環境譲与税を、林業需要の大きい地方公共団体へ譲与額を増大するよう基準を見直すこと。
10．地方交付税の財政保障機能・財政調整機能の強化。

消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書（要約）
令和５年10月からのインボイス制度（適格請求書等保存方式）導入に向けて、インボイス発行事業
者の登録申請が始まっている。これまで課税売上が年間一千万円以下の事業者は免税事業者とされて
いた。しかし、インボイス制度は中小零細事業者や個人事業主にも課税対象者になることを迫ってい
る。多くの中小零細事業者等は、事業者登録など事務負担の増加を強いられるとともに、免税事業者
が取引から排除される可能性も生じる。このため日本商工会議所などさまざまな団体・個人から、現
状での実施に踏み切ることに懸念の声が上がっている。よって、国及び政府は、中小零細事業者や個
人事業主の事業存続と再生、地域の維持のために、消費税インボイス制度の実施を延期することを要
望する。

免税軽油制度の継続を求める意見書（要約）
軽油引取税は、特定の用途に限って課税免除の特例措置（免税軽油制度）が講じられているが、令和
６年３月末で廃止される。この制度は、道路を走らない機械に使う軽油について、軽油引取税（１ℓ
当たり32円10銭）を免除する制度で、船舶、鉄道、農林業など幅広い事業の動力源の用途に認めら
れてきた。冬季観光産業の重要な柱であるスキー場産業では、索道事業者が使うゲレンデ整備車及び
降雪機に使う軽油が免税となっており、この制度がなくなれば索道事業者は大きな負担増を強いられ
スキー場の経営が困難になるとともに、地域経済に大きな影響を与える。よって、スキー場の維持発
展並びに農林水産業等関連事業者の経営安定を図る上からも、免税軽油制度を令和６年度以降も継続
することを強く要望する。

３つの意見書が発議され、いずれも全会一致で可決しました。

議会の意思を国政へ

15



廿
日
市
市
窓
口
連
絡
所
の

廃
止
に
つ
い
て

市
役
所
や
支
所
以
外
で
、
戸
籍
謄
鈔
本

な
ど
の
申
請
・
交
付
が
で
き
る
窓
口
連

絡
所
は
、
阿
品
台
、
玖
島
、
友
和
、
浅

原
、
大
野
西
市
民
セ
ン
タ
ー
と
深
江
集

会
所
の
６
カ
所
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
に

よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
増
加
し
、
令
和

４
年
11
月
か
ら
は
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
と
な

る
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体
実
現
の
た

め
に
現
行
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、
全
て

の
窓
口
連
絡
所
を
令
和
５
年
12
月
末
で

廃
止
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ	

高
齢
者
が
多
い
地
域
や
コ
ン
ビ
ニ

ま
で
遠
い
地
区
も
あ
り
、交
付
申
請

難
民
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ	

不
便
を
感
じ
る
方
の
存
在
の
認
識

は
あ
る
。
ス
マ
ホ
で
証
明
書
等
を

と
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
対
応
し

た
い
。

Ｑ	

地
域
の
活
性
化
に
努
力
し
て
い
る

最
中
で
、
考
え
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

Ａ	

Ｄ
Ｘ
推
進
は
時
代
の
流
れ
で
あ
り
、

何
が
全
体
最
適
か
考
え
た
い
。

吉
和
魅
惑
の
里
及
び
包
ヶ
浦
自
然

公
園
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

吉
和
魅
惑
の
里

令
和
３
年
９
月
に
示
さ
れ
た
方
針
（
さ

く
ら
71
号
13
Ｐ
参
照
）
に
基
づ
き
、
必

要
な
譲
渡
条
件
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

民
間
譲
渡
の
前
提
条
件

・
建
物
及
び
工
作
物
は
売
却

・�

土
地
は
10
年
以
上
50
年
未
満
の
定
期

借
地
期
間
を
設
定
し
賃
貸
借
と
す
る

・�

地
域
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
、
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
、
地
元

説
明
の
方
法
な
ど
を
提
案
す
る
こ
と

今
後
、
令
和
５
年
３
月
の
候
補
者
決
定

を
目
指
し
、
実
施
要
項
の
公
表
、
書
類

の
受
付
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
な
ど
を

進
め
る
予
定
で
す
。

議
員
全
員
協
議
会
全
議
員
に
重
要
な
取
り
組
み
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

宮
島
包
ヶ
浦
自
然
公
園

昭
和
53
年
の
開
設
か
ら
40
年
以
上
経
過

し
、
平
成
28
年
度
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
費
用
や

時
間
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
が
持
つ
特
性
等
が
評
価
さ
れ
、
観

光
庁
が
募
集
し
た
「
上
質
な
宿
泊
施
設

の
開
発
促
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
る
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
宿
泊
施
設
誘
致
に
よ

り
、
魅
力
的
で
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

今
後
は
、
令
和
５
年
度
中
の
本
契
約
、

令
和
８
年
度
か
ら
の
開
業
を
目
指
し
て

進
め
る
予
定
で
す
。

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
状
況
等
を
踏
ま
え
、

「
新
規
需
要
の
獲
得
」「
高
齢
者
の
移
動

手
段
の
確
保
」「
市
自
主
運
行
バ
ス
に

係
る
適
正
な
財
政
支
出
」「
民
間
路
線

バ
ス
と
市
自
主
運
行
バ
ス
の
連
携
・
役

割
分
担
」
を
課
題
と
捉
え
、
市
自
主
運

行
バ
ス
を
再
構
築
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、「
将
来
を
見
据
え
た
地
域
公
共

交
通
」
と
な
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

な
ど
へ
の
対
応
や
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
得
た
乗
継
ぎ
や
路
線
に
関
す
る
「
市

民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」
に
加
え
、
ま
ち

づ
く
り
と
連
動
し
た
「
持
続
可
能
な
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」

に
取
り
組
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
は
令
和
５
～
９
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
経
て
、
令
和
５
年
度
前
半
に
再
編
に

伴
う
運
行
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

主
な
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ	

合
併
か
ら
長
年
経
過
し
、
さ
く
ら

バ
ス
と
お
お
の
ハ
ー
ト
バ
ス
は
一

体
化
す
べ
き
で
は
。

Ａ	

一
体
化
の
考
え
は
持
っ
て
い
る
が
、

長
い
距
離
の
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ

と
は
時
間
の
無
駄
も
大
き
く
、
乗

継
ぎ
の
円
滑
化
に
重
き
を
置
い
て

取
り
組
む
。

こ
の
ほ
か
、
新
機
能
都
市
開
発
事
業
工

業
施
設
用
地
（
Ｂ
エ
リ
ア
）
の
立
地
事

業
者
へ
の
支
援
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
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浅
原
地
区
小
さ
な
拠
点
（
生
活
拠

点
）の
形
成
に
つ
い
て（
総
務・環
境
）

浅
原
地
区
の
地
域
住
民
主
体
に
よ
る
地

域
経
営
の
取
り
組
み
と
活
動
拠
点
と
な

る
、
浅
原
中
央
活
性
化
セ
ン
タ
ー
及
び

浅
原
交
流
拠
点
施
設
（
交
流
会
館
・
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館
）
を
、
令

和
６
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体

を
指
定
管
理
者
と
す
る
方
針
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
任
意
団
体

「
浅
原
の
未
来
を
創
る
会
」
の
活
動
等

は
継
続
し
つ
つ
、
実
行
機
能
を
担
う
新

た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

主
な
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
年
齢
構
成
を
み
て
、

こ
れ
か
ら
ず
っ
と
指
定
管
理
で
継

続
し
て
い
け
る
と
判
断
さ
れ
た
の

か
。

Ａ	

担
い
手
の
確
保
は
ど
こ
で
も
課
題

で
あ
り
、
組
織
強
化
を
図
り
な
が

ら
進
め
た
い
。

宮
島
地
域
の
認
定
こ
ど
も
園
整
備

に
つ
い
て
（
文
教
）

宮
島
幼
稚
園
は
市
内
唯
一
の
公
立
幼
稚

園
で
す
が
、
令
和
元
年
の
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
以
降
、
島
外
か
ら
通
う

園
児
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
島
内
の
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

に
よ
り
、
平
成
29
年
に
は
企
業
主
導
型

の
認
可
外
保
育
園
が
開
園
し
、
令
和
４

年
に
認
可
保
育
園
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
の
教
育
・
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
令
和
７
年
４
月
の
開

園
を
目
指
し
、
両
方
の
機
能
を
併
せ
持

つ
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
整
備
す
る
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
は
宮
島
幼
稚
園
を
改
修

し
、
０
歳
か
ら
５
歳
児
で
定
員
60
人
程

度
の
施
設
規
模
と
な
り
ま
す
。
運
営
に

つ
い
て
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
公
募
に
よ
り
運
営
事
業
者
を

選
定
し
ま
す
。

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
４
年
度　

保
護
者
・
地
元
説
明

令
和
５
年
度　

�

事
業
者
公
募
・
実
施
設

計

令
和
６
年
度　

改
修
工
事
・
運
営
準
備

令
和
７
年
前　

運
営
開
始

主
な
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ	

宮
島
の
特
質
で
、
日
・
祝
日
の
対

応
は
絶
対
条
件
か
。

Ａ	

保
護
者
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
、
公
募

の
条
件
に
入
れ
て
い
く
予
定
。

Ｑ	

認
定
こ
ど
も
園
は
、
登
退
園
の
時

間
が
分
散
す
る
が
対
応
は
大
丈
夫

か
。

Ａ	

指
導
要
領
に
基
づ
き
、
配
慮
し
た

対
応
を
し
て
い
く
た
め
問
題
な
い
。

第
３
次一般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
（
環
境
・
建
設
）

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和

14
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
一
般
廃
棄
物

処
理
の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

令
和
４
年
６
月
の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
宣
言
を
踏
ま
え
、
ご
み
の
減
量

化
や
資
源
化
に
つ
い
て
、
県
内
１
位
の

目
標
を
設
定
し
取
り
組
む
方
針
を
示
し

ま
し
た
。

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
５
年

１
月　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

３
月　
第
７
回　
廃
棄
物
等
減
量
等

　
　
　
推
進
審
議
会
答
申

４
月　
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト

（
仮
称
）
第
三
霊
峯
墓
苑
納
骨
堂
の

供
給
開
始
に
つ
い
て
（
環
境
）

第
三
霊
峯
墓
苑
内
に
現
存
す
る
納
骨
堂

を
、
一
般
利
用
可
能
な
納
骨
堂
に
再
整

備
し
、
令
和
５
年
５
月
か
ら
公
募
を
開

始
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

区
画
数
は
57
区
画
で
、
使
用
期
間
５
年

で
１
万
円
の
使
用
料
と
な
る
予
定
で
す
。

地
御
前
地
区
浸
水
の
検
証
結
果
に

つ
い
て
（
建
設
）

令
和
３
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
発
生
し
た

地
御
前
地
区
浸
水
の
原
因
の
検
証
、
今

後
の
対
策
の
検
討
を
目
的
と
し
て
、
当

日
の
状
況
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
再
現

す
る
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

解
析
結
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
扇
ポ
ン
プ
場
に

あ
る
１
台
目
の
雨
水
ポ
ン
プ
の
起
動
水

位
を
下
げ
る
こ
と
に
加
え
、
今
後
、
４

台
目
の
雨
水
ポ
ン
プ
が
増
設
さ
れ
ま
す
。

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
３
年
度　
耐
震
診
断
（
完
了
）

令
和
４
年
度　
耐
震
補
強
実
施
設
計

　
　
　
　
　
　
増
設
実
施
設
計

令
和
５
年
度　
耐
震
補
強
工
事

　
　
　
　
　
　

４
台
目
増
設
工
事

常
任
委
員
会
説
明

今
後
の
事
業
方
針
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
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政
策
提
言
書
を
市
長
へ
提
出
！

�
文
教
厚
生
常
任
委
員

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
令
和
３
年

４
月
か
ら
任
期
中
の
２
年
間
で
、「
不

登
校
児
童
生
徒
に
関
す
る
現
状
と
課
題

等
に
つ
い
て
」
調
査
研
究
を
行
う
と
共

に
、
種
々
議
論
を
重
ね
委
員
会
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
市
に
対
し
て
不
登
校
児

童
生
徒
に
対
す
る
支
援
強
化
に
関
す
る

３
つ
の
政
策
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

提
言
書
の
内
容

１
、�

子
ど
も
相
談
室
に
お
け
る
青
少
年

指
導
員
を
増
員
す
る
こ
と
。

２
、�

大
野
地
域
に
新
た
に
校
外
適
応
教

室
を
開
設
す
る
こ
と
。

３
、�

地
域
の
方
々
が
、
学
校
運
営
に
つ

い
て
現
状
以
上
に
協
力
し
や
す
い

環
境
整
備
を
構
築
す
る
こ
と
。

広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業
団
議

会
議
員
を
選
出

令
和
４
年
11
月
18
日
、
広
島
県
及
び
県

内
14
市
町
で
構
成
す
る
広
島
県
水
道
広

域
連
合
企
業
団
が
設
立
さ
れ
、
12
月
１

日
に
県
知
事
が
企
業
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
議
会
で
は
、
12
月
６
日
、

水
道
企
業
団
議
会
（
定
数
19
）
の
議
員

と
し
て
、
広
畑
裕
一
郎
議
員
、
北
野
久

美
議
員
の
２
名
を
選
出
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
１
月
及
び
３
月
に
は
企
業
団
議

会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
廿
日
市
市

水
道
局
は
水
道
企
業
団
の
廿
日
市
事
務

所
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
員
発
議
で
市
議
会
の
個
人
情
報

保
護
条
例
を
制
定

廿
日
市
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
廿
日
市
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
代
わ
り
、
新
た
に
廿
日
市
市
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

廿
日
市
市
個
人
情
報
保
護
条
例
で
は

「
実
施
機
関
」
と
し
て
議
会
も
規
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
廿
日
市
市

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例
で
は
、
実
施
機
関
か
ら
議
会
が
除

か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
市
議
会

と
し
て
必
要
な
規
定
を
新
た
に
定
め
る

必
要
が
生
じ
、
議
員
発
議
に
よ
り
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
で
は
目
的
・
定
義
、
議
会
の
責
務
、

個
人
情
報
等
の
取
扱
い
等
の
規
定
を
定

め
ま
す
。

条
例
に
お
い
て
「
個
人
情
報
」
と
は
、

生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
、

「
保
有
個
人
情
報
」
と
は
、「
議
会
事
務

局
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取

得
し
た
情
報
で
、
議
会
事
務
局
が
保
有

す
る
個
人
情
報
」
と
し
て
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

調
査
テ
ー
マ

・�

窓
口
連
絡
所
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て

　

開
催
日　

令
和
５
年
１
月
30
日

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

調
査
テ
ー
マ

・
留
守
家
庭
児
童
会
の
現
状
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
の
現
状
に
つ
い
て

　

開
催
日　

令
和
５
年
２
月
３
日

環
境
産
業
常
任
委
員
会

調
査
テ
ー
マ

・
本
市
の
林
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

　

開
催
日　

令
和
５
年
１
月
30
日

建
設
常
任
委
員
会

調
査
テ
ー
マ

・�

廿
日
市
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ

い
て

　

開
催
日　

令
和
５
年
２
月
３
日

総
務
及
び
建
設
常
任
委
員
会
は
、
全
員

協
議
会
で
説
明
の
あ
っ
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
調
査
を

行
う
た
め
選
定
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
今
後
の
動
き

～
所
管
事
務
調
査
～

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
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市
議
会
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
抜
粋
）

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
適

正
な
議
員
定
数
に
つ
い
て
検
討
す
る
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
、
９
月
に
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
協
力
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
結
果
の
一
部
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
調
査
対
象

　

18
歳
以
上
の
市
民
を
無
作
為
抽
出

■
回
収
結
果

　

配
布
数　

２
，５
０
０
票

　

回
答
数　

８
２
２
票
（
32.9
％
）

■
調
査
結
果

（
無
回
答
を
除
い
た
た
め
合
計
は
100
％

に
な
り
ま
せ
ん
）

Ｑ	  

あ
な
た
は
、議
会
や
議
員
を
身
近
に

感
じ
て
い
ま
す
か
？

　

非
常
に
そ
う
思
う　
　
　

2.9
％

　

や
や
そ
う
思
う　
　
　
　

13.9
％

　

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い　

48.5
％

　

全
く
そ
う
思
わ
な
い　
　

34.1
％

Ｑ	  

あ
な
た
の
意
見
を
聞
い
て
も
ら
え

る
議
員
が
何
人
い
ま
す
か
？

　

０
人　
　
　

73.1
％

　

１
人　
　
　

18.1
％

　

２
人　
　
　

5.4
％

　

３
人
以
上　

2.6
％

Ｑ	  

あ
な
た
の
意
見
や
声
を
議
会
に
反

映
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
か
？

　

非
常
に
そ
う
思
う　
　
　

18.7
％

　

や
や
そ
う
思
う　
　
　
　

49.0
％

　

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い　

27.6
％

　

全
く
そ
う
思
わ
な
い　
　

3.8
％

Ｑ	  

議
員
に
求
め
る
も
の
は
？

Ｑ	  

議
会
は
ど
の
よ
う
な
改
革
に
取
り

組
む
べ
き
と
思
い
ま
す
か
？

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
８
割
を
超
え
る

方
が「
議
員
を
身
近
に
感
じ
て
い
な
い
」

と
回
答
し
、「
意
見
を
聞
い
て
も
ら
え

る
議
員
が
い
な
い
」
と
す
る
回
答
も
７

割
を
超
え
ま
し
た
。
一
方
、「
意
見
や

声
を
議
会
に
反
映
し
て
ほ
し
い
」
と
の

回
答
が
７
割
近
く
あ
り
、
議
員
に
求
め

る
も
の
と
し
て
は
、「
地
域
へ
の
取
り

組
み
」
や
「
行
動
力
」
な
ど
、
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
た
め
の
行
動
を
求
め
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
の
改
革
項
目
で
は
「
議
員

定
数
」よ
り
、「
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」や「
市

民
と
の
意
見
交
換
会
」
な
ど
、
議
会
本

来
の
機
能
向
上
を
期
待
す
る
回
答
が
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

今
後
は
、
市
民
の
求
め
る
「
議
会
や
議

員
像
」
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な 

「
議
員
定
数
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る

議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

１０代
3.0％

２０代
6.9％

８０代以上
12.0％

回答しない 
0.6％

無回答 1.1％

＜年代＞

３０代
10.9％

４０代
12.8％

５０代
14.0％

６０代
17.4％

７０代
21.2％

37.1 %

32.4 %

29.0 %

24.0 %

23.6 %

19.2 %

13.1 %

9.7 %

6.7 %

3.4 %

13.7 %

2.4 %

1.1 %

行政運営のチェック機能

市民との意見交換会や意向調査

議員定数

政策提言機能

議員報酬

政務活動費

マスコミの活用（新聞、テレビ、ラジオ等）

議会の SNS（フェイスブック、ツイッター等）活用

議会広報さくら

議会ホームページ

わからない

その他

無回答

＜議会はどの様な改革に取り組むべきか＞

（複数回答）

62.5 %

46.1 %

41.7 %

26.3 %

25.7 %

16.5 %

14.4 %

2.3 %

4.5 %

0.7 %

地域のことを考えた取り組み

行動力

市全体のことを考えた取り組み

政策に対する専門的知識

親しみやすさ

コミュニケーション能力

リーダーシップ

わからない

その他

無回答
（複数回答）

＜議員に求めるもの＞
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目の不自由な人のため
■音声読み上げのための「市議会広報さくら」テキスト版をホームページに掲載しています。
■「市議会広報さくら」のデイジー図書、点訳本があります。　■問い合わせ　社会福祉協議会 ℡20-0294

広報広聴特別委員
中島　康二

昨年は３年ぶりに議会報告会を11月に市内
６か所で、議員定数特別委員会は市内18団体
との意見交換会を、市民の皆様と対面で顔を
合わせて意見交換を行うことができました。
コロナ禍で直接意見交換する機会が少なく、
お互いに思いが溜まっていたのか、活発な意
見交換となりました。
また、サッカーワールドカップで日本チーム

は、惜しくもベスト８の壁は破れませんでし
たが、森保ジャパンの大活躍に多くの国民が、
興奮、感動、共感、共有…選手・監督スタッ
フ一同に「ありがとう！」。
その熱気を少しでも議会へと伝播させ「新し
い景色」が見えるチーム議会へと努力いたし
ますので、引き続き広報「さくら」のご愛読
と感想やご意見をよろしくお願いいたします。

ご意見をお聞かせください。

議会へのご意見はホームペー
ジの問い合わせ・意見送信
フォームをご利用ください。

議会を見学しよう。
廿日市市議会では皆さん
の傍聴をお待ちしており
ます。傍聴をご希望の方
は、議会開催日に本庁北
側２階の議会事務局窓口
までお越し下さい。

議会に参加しよう。
議会に対して陳情等を提
出することができます。
陳情とは、特定の事項に
ついて議会などに実状を
訴え、適切な措置を要望
することです。

校章紹介　津田小学校

編 集
後 記

次 回 3 月 定 例 会（予定）
日 月 火 水 木 金 土

本会議 本会議
（議案説明） （一般質問）

本 会 議 委 員 会
（一般質問）（一般質問）

委 員 会

委 員 会
（予備日）

本会議
（委員長報告等）

9：30開会（変更の場合があります）
本会議はインターネット中継（手話通訳の同時配信）
を行っております。
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宮島工業高等学校
宮島工業高校学校家庭クラブは現在7名で
活動しています。家庭科で学んだことを活
かして地域や家庭の課題を発見し、解決に
向けて取り組んでいます。
私たちの活動テーマは「地産地消でSDGs」
です。廿日市市の特産品を使ったお菓子や
料理のレシピを考案し、普及活動を行って
います。牡蠣・牡蠣しょうゆ・米粉・ルバー
ブ・広島レモンを使用したレシピの数は現
在15種類（本校ホームページに掲載）です。

そのうちの『おいしくSDGs!クリーム巻き巻き～広島牡蠣to彩りカレー～』が “牛乳・乳製品料理コンクー
ル中国大会” で最優秀賞となりました。
また、日々の活動をまとめ、広島県高等学校家庭クラブ連盟の研究発表大会で発表したところ最優秀賞
となり令和５年７月に行われる全国大会出場が決定！これからも普及活動に力を入れ、地域とのつなが
りをつくり、深めていきます。

その28
キラリキラリ!! はつかいちの高校生はつかいちの高校生

蔦の葉の形に、小学校の小の字を置
き、葉の上部に丸い形で、合併で佐伯
町になった五つの地域を表している。
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